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新
春
の
つ
ど
い
は
４
年
ぶ
り
の
開
催

で
、
中
川
喜
久
治
副
理
事
長
の
開
会
の

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
駐
日
ベ
ト
ナ
ム

社
会
主
義
共
和
国
グ
エ
ン
・
ド
ゥ
ッ

ク
・
ミ
ン
公
使
、
横
山
征
成
副
知
事
を

迎
え
、
国
会
議
員
、
県
会
議
員
、
市
町

村
長
、
大
学
学
長
や
各
界
関
係
者
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
山
口
や
ち
ゑ

理
事
長
は
「
私
た
ち
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協

会
は
今
年
設
立
57
年
目
を
迎
え
、
１
月

21
日
に
は
、
長
年
の
活
動
に
対
し
フ
ァ

ム
・
ク
ア
ン
・
ヒ
エ
ウ
駐
日
ベ
ト
ナ
ム

全
権
大
使
を
介
し
、
ベ
ト
ナ
ム
外
務
大

臣
賞
を
賜
り
ま
し
た
」
「
昨
年
９
月
に

実
施
し
た
第
25
次
ベ
ト
ナ
ム
友
好
訪
問

団
は
、
46
人
が
参
加
し
、
ベ
ト
ナ
ム
外

務
省
表
敬
訪
問
や
、
ハ
ノ
イ
工
科
大
学

と
学
生
・
若
者
の
交
流
、
友
好
協
会
と

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
フ
エ
外
国
語

大
学
と
の
交
流
活
動
、
児
童
福
祉
施
設

ア
ン
タ
イ
子
ど
も
の
家
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
筑
波
大
学
ホ
ー
チ
ミ
ン

オ
フ
ィ
ス
の
訪
問
や
戦
争
証
跡
博
物
館

で
の
平
和
教
育
な
ど
大
き
な
成
果
を
あ

げ
ま
し
た
。
今
後
も
み
な
さ
ま
の
協
力

を
両
国
の
友
好
発
展
に
資
す
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
グ
エ

ン
・
ド
ゥ
ッ
ク
・
ミ
ン
公
使
は
「
２
０

１
４
年
国
賓
と
し
て
日
本
を
訪
れ
た
当

時
の
国
家
主
席
は
、
成
田
か
ら
直
接
茨

城
県
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
茨
城

県
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在

で
も
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
関
係
者
が
地
方

新春のつどい４年ぶり開催

開会あいさつをする中川副理事長主催者あいさつをする山口理事長

来賓あいさつをするミン公使

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
の
茨
城
と
ベ
ト
ナ
ム
を
心
で
結
ぶ

「
新
春
の
つ
ど
い
」
が
２
月
４
日
、
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
で
行
わ
れ
、
会

員
や
関
係
者
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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の
交
流
で
茨
城
に
来
た
い
と
話
し
ま
す
。

昨
年
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
外
交
関
係
樹
立

50
周
年
を
迎
え
、
国
家
主
席
が
公
式
に
日

本
を
訪
問
し
、
両
国
は
ア
ジ
ア
及
び
世
界

の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
の
包
括
的
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
の
最
も
高
い
レ
ベ

ル
へ
の
格
上
げ
で
合
意
し
ま
し
た
。
ベ
ト

ナ
ム
に
と
っ
て
日
本
は
第
一
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
。
現
在
は
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
の

若
者
た
ち
が
、
勉
強
し
な
が
ら
日
本
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
さ
ら
な
る
友
好
発

展
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
横
山
征
成
副
知
事
は
冒
頭
、
能
登
半
島

で
起
き
た
災
害
に
つ
い
て
お
見
舞
い
の
言

葉
を
述
べ
る
と
共
に
、
茨
城
県
と
し
て
も

支
援
を
続
け
な
が
ら
県
の
防
災
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
こ
と
を
話
し
「
昨
年
７
月
に

茨
城
県
は
ロ
ン
ア
ン
省
の
招
待
を
受
け
て

知
事
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
、
外
交
関
係

樹
立
50
周
年
記
念
式
典
に
出
席
。
ロ
ン
ア

ン
省
と
の
相
互
協
力
に
関
す
る
共
同
声
明

を
発
出
し
、
今
後
、
投
資
、
貿
易
、
観
光

な
ど
幅
広
い
分
野
で
協
力
関
係
を
構
築

し
、
特
に
労
働
、
人
材
分
野
で
も
協
力
関

係
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
意
見
が
一
致

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
優
秀
な
ベ
ト

ナ
ム
の
方
々
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い 県からは横山副知事があいさつ

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
１
月
に
は
県
内

在
住
の
外
国
人
支
援
の
た
め
の
茨
城
ネ
イ

テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
、
多
く
の
外
国

人
へ
の
情
報
提
供
、
言
葉
や
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
第
１
回
の
認
定
式

で
は
12
カ
国
20
人
に
協
力
い
た
だ
き
、
中

で
も
ベ
ト
ナ
ム
の
方
に
一
番
多
く
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
県
と
し
て
も
安
心
し

て
働
き
暮
ら
せ
る
よ
う
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
県
内
選
出
の
国
会
議
員
を
は

じ
め
、
県
会
議
員
、
市
町
村
長
、
市
議
会

議
員
が
駆
け
つ
け
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
わ

り
や
、
友
好
協
会
の
活
動
、
ベ
ト
ナ
ム
と

の
思
い
出
な
ど
に
つ
い
て
の
話
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
会
議
員
代
表
あ
い
さ
つ
す
る
上
月
良
祐
参

議
院
議
員
、福
島
伸
享
衆
議
院
議
員
、岡
田
広

前
参
議
院
議
員
、額
賀
福
志
郎（
代
）、梶
山
弘

志（
代
）、永
岡
桂
子（
代
）、田
所
嘉
徳（
代
）、

青
山
大
人（
代
）、小
沼
巧（
代
）

前
ペ
ー
ジ
よ
り

県
会
議
員
代
表
あ
い
さ
つ
す
る
田
山
東
湖
県

議
、
高
崎
進
県
議
、
大
内
久
美
子
前
県
議
、

佐
藤
光
雄
前
県
議

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
新
春
の
つ
ど
い
に
は
、
毎
年
学
生
の
訪

問
団
参
加
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

茨
城
大
学
、
筑
波
大
学
、
常
磐
大
学
、
茨

城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
の
県
内
四
つ
の
大
学

関
係
者
も
参
加
し
、
学
生
が
ベ
ト
ナ
ム
の

学
生
と
交
流
す
る
こ
と
、
海
外
の
生
活
や

そ
の
様
子
を
間
近
で
見
る
こ
と
の
意
義
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
友
好
協
会
は
青
少
年
・
若
者
育
成
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
９
月
の

ベ
ト
ナ
ム
訪
問
団
の
一
員
と
し
て
活
動
を

し
て
き
た
各
大
学
の
学
生
や
、
す
で
に
県

内
企
業
で
働
い
て
い
る
若
者
が
活
動
内
容

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
報
告
、
体
験
感
想
な

ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
司
会
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
茨
城

大
学
に
留
学
中
の
ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
が
、

旧
正
月
テ
ト
を
祝
う
歌
を
披
露
し
、
会
場

が
お
祝
い
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
の
ア
オ
ザ
イ
（
民
族

衣
装
）
を
着
た
女
性
の
美
し
さ
や
ベ
ト
ナ

ム
の
故
郷
を
思
う
内
容
の
歌
を
披
露
し
、

ベ
ト
ナ
ム
の
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
池
田
勇
夫
副
理
事
長
の
閉
会
の

あ
い
さ
つ
で
、
和
や
か
な
う
ち
に
会
が
終

了
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
町
村
長
代
表
あ
い
さ
つ
す
る
國
井
豊
大
洗

町
長
、
島
田
幸
三
小
美
玉
市
長
、
小
田
川
浩

つ
く
ば
み
ら
い
市
長
、
中
島
栄
美
浦
村
長
、

佐
藤
昭
雄
水
戸
市
議
、
吉
成
日
出
男
日
立
副

市
長
、
永
峰
英
明
行
方
副
市
長
、
橋
本
正
裕

境
町
長
代
理
、
木
瀬
誠
八
千
代
副
町
長
、
大

﨑
優
一
潮
来
市
観
光
商
工
課
長

青
少
年
育
成
活
動
に
参
加
い
た
だ
い
た
県
内

４
つ
の
大
学
か
ら
、
左
か
ら
茨
城
大
学
太
田

寛
行
学
長
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
上
野
尚

美
学
長
、
筑
波
大
学
野
村
名
可
男
准
教
授
、

常
磐
大
学
坂
場
由
美
子
セ
ン
タ
ー
長

閉会あいさつをする池田副理事長

前
ペ
ー
ジ
よ
り
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2024年 （令和6年）     ３月15日

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
２
０
１
６
年
か
ら
始
ま
っ
た
青
少
年
・

若
者
育
成
活
動
も
今
年
で
６
回
目
と
な

り
、
コ
ロ
ナ
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
延
べ
60
人
以
上
の

学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
現
在
も
数
名
が
、
学
生
会
員
や
青
年
会

員
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
参
加
し
た
筑
波
大
学
の
生
田
響
さ

ん
は
「
友
好
協
会
の
こ
の
訪
問
活
動
は
学

内
で
も
人
気
が
あ
り
選
抜
が
行
わ
れ
た
ほ

ど
で
す
。
私
は
ベ
ト
ナ
ム
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
に
興
味
が
あ
り
、
実
際
ベ
ト
ナ
ム
に

行
っ
て
そ
の
生
活
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
と
て
も
大
き
な

成
果
で
、
本
当
に
現
地
に
行
く
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
方
々
と
交
流
が
で
き
た
こ

と
、
学
生
と
直
接
意
見
交
換
が
で
き
た
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
も
意
味
が
あ

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し

た
。

左
か
ら
関
彰
商
事
の
広
瀬
さ
ん
、
茨
城
大
学

の
高
橋
さ
ん
、
筑
波
大
学
の
弘
田
さ
ん

関
彰
商
事
の
野
尻
さ
ん
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教

大
学
の
佐
藤
さ
ん

大
江
原
さ
ん
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
の
塚

本
さ
ん
、
常
磐
大
学
の
下
山
田
さ
ん
、
関
彰

商
事
の
福
田
さ
ん

筑
波
大
学
の
生
田
さ
ん
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教

大
学
の
長
谷
川
さ
ん

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
の
川
井
さ
ん
、
常
磐

大
学
の
栗
丸
さ
ん
、
関
彰
商
事
の
山
口
さ
ん
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代
表
）
、
２
０
２
３
年
に
鉾
田

市
で
再
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
語

学
校
で
す
。

　
卒
業
式
は
鉾
田
市
の
ホ
テ
ル

さ
わ
や
で
行
わ
れ
、
８
人
の
学

生
が
卒
業
し
、
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
や
自
動
車
関
連
、
福
祉
デ
ザ

イ
ン
、
建
築
・
環
境
設
計
の
専

門
学
校
に
進
学
し
ま
す
。
ま
た

22
人
が
就
職
や
転
校
し
ま
す
。

　
今
年
卒
業
し
た
ネ
パ
ー
ル
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国
、
ス
リ
ラ

ン
カ
の
学
生
た
ち
は
、
鉾
田
第

二
高
等
学
校
で
の
交
流
や
、
市

内
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が

ら
学
校
生
活
を
送
り
、
勉
学
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

　
18
日
、
友
好
協
会
の
活
動
に

協
力
し
て
く
れ
た
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
の
交
換
留
学
生
、
ガ
ン
さ

ん
、
ヒ
エ
ン
さ
ん
、
チ
ュ
ッ
ク

2024年 （令和6年）    ３月15日

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

そ
れ
ぞ
れ
の
春
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ー
ト

日
本
語
学
校
な
ど
で
卒
業
式

加
藤
理
事
長
か
ら
卒
業
証
書
を
受

け
取
る
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
卒
業
生

今
年
初
め
て
行
わ
れ
た
卒
業
式
に

参
列
し
た
学
生
た
ち
と
日
本
語
教

師
で
友
好
協
会
会
員
の
千
葉
先
生

卒
業
証
書
を
手
に
す
る
左
か
ら
ガ

ン
さ
ん
ヒ
エ
ン
さ
ん
、
チ
ュ
ッ
ク

さ
ん

日
立
さ
く
ら
日
本
語
学
校

　
３
月
15
日
、
県
内
の
多
く
の

日
本
語
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
日
立
さ
く
ら
日
本
語

学
校
の
卒
業
式
に
友
好
協
会
が

来
賓
と
し
て
招
か
れ
、
村
田
み

の
り
事
務
局
長
が
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。

　
日
立
さ
く
ら
日
本
語
学
校
の

第
５
回
卒
業
式
で
は
、
23
人
の

学
生
が
卒
業
し
ま
し
た
。
今
年

の
卒
業
生
は
コ
ロ
ナ
の
た
め

に
、
入
学
が
決
ま
っ
て
も
１
年

以
上
入
国
が
で
き
ず
、
ま
た
入

国
し
て
も
ホ
テ
ル
で
の
隔
離
な

ど
が
あ
り
、
大
変
な
状
況
で
２

年
間
の
学
校
生
活
を
終
え
卒
業

す
る
学
生
た
ち
で
、
そ
の
労
苦

は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ

ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
学

生
で
、
卒
業
後
、
介
護
専
門
学

校
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
、

自
動
車
整
備
の
専
門
学
校
な
ど

に
入
学
し
た
り
、
様
々
な
企
業

に
就
職
し
た
り
し
ま
す
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
加
藤
仁

郎
理
事
長
は
「
コ
ロ
ナ
の
大
変

な
中
頑
張
っ
て
き
た
学
生
の
皆

さ
ん
の
準
備
の
期
間
が
い
よ
い

よ
終
わ
り
、
本
当
の
目
的
に
向

か
っ
て
進
む
時
で
す
。
多
く
の

壁
が
あ
る
と
思
う
が
、
辛
い
時

は
日
本
語
学
校
で
の
経
験
を
忘

れ
な
い
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
卒
業
生
代
表
あ
い
さ
つ
を
し

た
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
学
生
グ
エ

ン
・
ヌ
イ
さ
ん
は
「
こ
こ
で
日

本
語
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
文

化
や
仲
間
と
助
け
合
う
こ
と
、

努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
先
生
方
に
も
後
輩

の
皆
さ
ん
に
も
た
く
さ
ん
助
け

て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
話
し
、

卒
業
後
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
専
門
学

校
で
学
び
、
日
本
で
働
き
た
い

と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

浅
草
国
際
学
院

　
同
じ
日
に
卒
業
式
を
迎
え
た

の
は
鉾
田
市
の
浅
草
国
際
学
院

茨
城
校
（
全
校
生
82
人
、
劉
斌

さ
ん
が
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

で
の
留
学
期
間
を
終
え
、
卒
業

式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
フ
エ
外
国
語
大
学
の
ガ
ン
さ

ん
は
「
一
年
間
茨
城
キ
リ
ス
ト

教
大
学
で
勉
強
で
き
た
の
は
、

日
本
を
よ
り
深
く
理
解
し
た
い

と
考
え
て
い
る
学
生
に
と
っ
て

は
素
晴
ら
し
い
機
会
で
し
た
。

一
年
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
、
日
本
の
四
季
折
々
の
お
祭

り
や
風
景
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
日
本
の
美
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多

く
の
優
し
い
日
本
人
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
留
学
中
は
何

度
も
助
け
て
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
留
学
を

通
し
て
自
分
が
成
長
で
き
ま
し

た
。
日
本
が
大
好
き
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
３
人
は
６
月
に
ベ
ト
ナ
ム
の

大
学
を
卒
業
し
ま
す
。
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
現
在
国
内
に
は
約
３
２
２
万

人
の
外
国
人
が
生
活
し
て
お

り
、
茨
城
県
内
に
は
約
８
万
６

千
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
多
く
は
県
内
各
地
域
で

研
修
し
て
い
る
技
能
実
習
生
な

ど
の
人
々
で
す
。

　
外
国
人
が
多
く
生
活
し
て
い

る
の
は
、
１
番
が
つ
く
ば
市
で

次
に
常
総
市
、
続
い
て
土
浦
、

古
河
、
水
戸
、
筑
西
、
坂
東
、

鉾
田
、
神
栖
で
す
。

　
鹿
行
地
域
に
お
い
て
南
部
に

位
置
す
る
神
栖
市
に
は
約
３
千

人
の
外
国
人
が
暮
ら
し
て
お

り
、
特
に
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯

で
従
事
す
る
労
働
者
が
多
く
生

活
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
行
地
域
北
部
の
鉾
田
市
に

は
約
３
千
７
百
人
の
外
国
人
労

働
者
が
農
業
を
中
心
と
し
た
労

働
に
携
わ
っ
て
お
り
、
地
域
に

よ
っ
て
外
国
人
が
関
わ
る
産
業

が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
特
に
鹿
行
地
域
は
近
隣
に
外

国
人
の
相
談
す
る
場
所
が
少
な

く
、
県
の
国
際
交
流
協
会
は
鹿

行
地
域
在
住
の
外
国
人
を
対
象

に
、
茨
城
県
弁
護
士
会
と
共
催

で
、
多
言
語
に
よ
る
休
日
出
張

の
専
門
家
相
談
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
弁
護
士
、
行
政
書

士
、
社
会
保
険
労
務
士
と
の
相

談
の
ほ
か
に
、
医
師
に
よ
る
医

療
相
談
を
追
加
し
て
対
応
し
て

い
ま
し
た
。

　
相
談
は
日
本
語
の
ほ
か
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
の
対
応
も

行
い
、
11
件
の
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。
家
族
連
れ
で
相
談
に
来

た
人
や
医
療
や
労
働
に
関
す
る

相
談
な
ど
様
々
な
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

 

今
後
の
地
域
の
課
題
も
含
め

て
、
外
国
人
と
働
く
私
た
ち
が

多
文
化
共
生
と
い
う
立
場
で
問

題
意
識
を
持
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

鉾
田
市
で
人
権
講
演
会

　
３
月
15
日
、
鉾
田
市
旭
地
区

学
習
等
供
用
施
設
に
お
い
て
鉾

田
市
人
権
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
協
会
か
ら

村
田
事
務
局
長
と
平
沼
稚
子
さ

ん
が
「
鉾
田
市
を
取
り
巻
く
外

国
人
と
人
権
」
に
つ
い
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
鉾
田
市
に
は
３
７
８
６

人
（
令
和
６
年
２
月
現
在
）
が

生
活
し
て
い
ま
す
。
昨
年
で
き

た
日
本
語
学
校
に
通
う
学
生
を

除
い
て
、
そ
の
大
半
は
地
域
産

業
で
あ
る
農
業
に
関
わ
る
技
能

実
習
生
で
す
。

　
技
能
実
習
生
は
入
国
後
ひ
と

月
の
研
修
を
受
け
、
地
域
の
警

察
か
ら
指
導
を
受
け
た
り
、
日

本
語
の
研
修
を
し
た
り
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
研
修
先
に
配
属
と
な

り
ま
す
。

　
様
々
な
問
題
や
課
題
が
あ
る

中
、
一
番
大
き
な
問
題
は
言
葉

の
壁
で
す
。
「
は
い
」
「
大
丈

夫
」
「
頑
張
り
ま
す
」
な
ど
簡

単
な
こ
と
ば
は
理
解
し
て
い
る

も
の
の
、
意
思
疎
通
す
る
ほ
ど

の
言
語
理
解
は
な
く
、
困
っ
て

も
我
慢
し
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
同

郷
の
仲
間
に
確
認
す
る
程
度
し

か
な
く
、
監
理
団
体
や
通
訳
に

も
話
せ
ず
問
題
を
抱
え
て
い
る

若
者
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　
地
域
で
悩
み
を
相
談
で
き
る

と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
話

せ
ば
簡
単
な
問
題
も
深
刻
に
捉

え
て
、
悩
ん
だ
り
逃
げ
出
し
た

り
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
技
能
実
習
生
は

20
代
前
半
で
社
会
経
験
が
な
い

か
ら
で
す
。

　
友
好
協
会
の
取
り
組
み
や
、

支
援
活
動
、
実
習
生
が
抱
え
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
発
表
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
し
て
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
か
、

ま
た
国
際
交
流
協
会
が
果
た
す

役
割
の
大
き
さ
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
50
人
以
上
の
参
加
者

が
あ
り
、
多
文
化
共
生
と
い
う

テ
ー
マ
を
も
と
に
、
共
に
発
展

す
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。

神栖市

　
公
益
財
団
法
人
茨
城
県
国
際
交
流
協
会
主
催
の
鹿
行

地
域
の
休
日
出
張
専
門
家
相
談
会
が
、
１
月
28
日
、
神

栖
市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
友
好
協
会
が
取
材
し

ま
し
た
。

外
国
人
の
た
め
の
無
料
相
談
会

人
権
を
考
え
る…

鉾
田
市
人
権
講
演
会

〜
鉾
田
市
を
取
り
巻
く
外
国
人
と
人
権
〜

公
益
財
団
法
人
茨
城
県
国
際
交
流
協
会
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友
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け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
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道
路
、
橋
梁
、
港
湾
な
ど
、
生

活
を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
及
び
維
持
管
理
を
担
う
土

木
事
業
を
通
じ
て
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
事
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
、
不
動

産
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
と
、
様
々
な
顧
客

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

　
鈴
縫
工
業
株
式
会
社
は
、
大

正
７
（
１
９
１
８
）
年
、
日
立

市
で
創
業
し
、
１
０
０
年
を
超

え
る
茨
城
県
を
中
心
と
し
た
総

合
建
設
会
社
と
し
て
発
展
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
安
心
・
快
適
な
生
活
の
た
め

の
住
宅
や
医
療
・
福
祉
施
設
、

商
業
施
設
や
公
共
施
設
、
オ

フ
ィ
ス
や
工
場
、
次
世
代
を
育

む
教
育
施
設
な
ど
建
築
事
業
、

　
さ
ら
に
地
域
の
守
り
手
と
し

て
も
、
地
域
の
防
災
対
策
や
災

害
復
旧
活
動
を
通
じ
て
、
安
心

安
全
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
振
興
に
向
け
て
業

界
団
体
と
連
携
し
て
様
々
な
地

域
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
な
か
で
も
、
創
業
１
０
０
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
始

め
た
「
お
ひ
さ
ま
の
恵
み
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
こ
れ
ま
で
支

え
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
へ

の
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も

に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
資
す

る
こ
と
を
願
っ
て
、
太
陽
光
発

電
事
業
の
収
益
金
の
中
か
ら
、

児
童
・
青
少
年
健
全
育
成
に
資

す
る
取
り
組
み
に
対
し
て
助
成

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
鈴
縫
工

業
で
も
、
建
設
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
導
入
し
、
業
務
効
率

化
や
建
設
業
界
が
抱
え
る
課
題

解
消
を
は
か
る
）
を
目
指
し

て
、
社
内
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
通
信
技

術
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
中
で
す
。

　
建
築
や
土
木
に
お
け
る
３
次

元
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

会 員 紹 介

鈴縫工業株式会社
（
通
信
技
術
を
活
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
施
行

や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い

た
現
場
管
理
な
ど
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
た
め
の
人
材
育
成
を
強
化
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
方
針
の

一
つ
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

社
内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
」
を
掲
げ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設

し
て
、
工
事
現
場
な
ど
の
動
画

を
配
信
す
る
と
と
も
に
、
Ｘ

（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
や
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
、
地
域
情
報
や
工

事
の
紹
介
な
ど
様
々
な
情
報
の

投
稿
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
創
業
以
来
「
お
客
様
の
満
足

と
我
々
の
成
長
が
会
社
の
発
展

の
源
で
す
」
を
経
営
理
念
に
掲

げ
、
時
代
と
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

に
即
応
し
た
企
業
活
動
を
展
開

し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
建
設

業
者
と
し
て
、
地
域
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
通
じ
て
地
域
経
済
の

発
展
、
市
民
の
安
心
安
全
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
豊
か

な
地
域
の
未
来
づ
く
り
に
貢
献

し
続
け
て
い
く
企
業
で
す
。

　
友
好
協
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
、
ベ
ト
ナ
ム
友
好
訪
問
団
の
中
の
青
少
年
若

者
訪
問
団
に
お
い
て
、
２
年
間
に
わ
た
り
鈴
縫
工
業
株
式
会
社
の
記
念
事
業

「
お
ひ
さ
ま
の
恵
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
助
成
金
が
、
訪
問
団
に
参
加
す
る

学
生
の
補
助
金
の
一
部
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
鈴
縫
工
業
株
式
会
社
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

次
の
百
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

鈴
縫
工
業
の
活
動
の
様
子
を
載
せ

て
い
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
Ｘ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

■
新
入
会
員

▽
加
部
東
壽
和（
茨
城
町
）▽
堀
江
青
果
株

式
会
社（
水
戸
市
）▽
株
式
会
社
フ
ー
ド
カ

ン
パ
ニ
ー（
土
浦
市
）▽
プ
ラ
ス
ウ
ィ
ッ
ト 

合
同
会
社（
か
す
み
が
う
ら
市
）▽
株
式
会

社
ス
キ
ル
ズ（
水
戸
市
）敬
称
略

今
月
の
川
柳

会
報
紙「
茨
城
と
ベ
ト
ナ
ム
」

広
告
掲
載
の
お
願
い

掲
載
の
お
申
し
込
み
は

事
務
局
ま
で

０
２
９
ー
２
２
４
ー
３
５
０
０

　
公
益
社
団
法
人
水
戸
青
年
会
議
所
主

催
の
第
49
回
ち
び
っ
こ
広
場
に
、
今
年

も
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
が
参
加

い
た
し
ま
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
衣
装
ア
オ
ザ
イ
の

試
着
体
験
や
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
バ
イ
ン

ミ
ー
（
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
）
ま
ぜ
そ
ば
、

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時   

５
月
19
日（
日
）９
時
半
〜
15
時
半

会
場   

千
波
公
園
　
ふ
れ
あ
い
広
場

　
長
年
友
好
協
会
の
顧
問
と
し
て
活
動
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
岡
田
広
前
参
議

院
議
員
か
ら
、
友
好
活
動
の
た
め
に
と
20

万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
岡
田
広
先
生
は
故
下
山
田
虎
之
介
名
誉

会
長
の
時
代
か
ら
長
年
友
好
活
動
に
協
力

し
、
ベ
ト
ナ
ム
大
使
や
公
使
が
来
県
し
た

際
も
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　
水
戸
市
議
、
県
議
を
努
め
た
後
、
水
戸

市
長
を
３
期
、
参
議
院
議
員
４
期
と
50
年

近
く
政
治
活
動
を
行
い
、
昨
年
７
月
に
引

退
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
３
月
に
水
戸
市
名
誉
市
民
の

称
号
を
授
与
さ
れ
、
胸
像
が
水
戸
市
役
所

に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
11
日
、
岡
田
先
生
を
訪
ね
た
際
、

２
度
ほ
ど
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
た
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
ハ
ノ
イ
か
ら
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
訪
れ
た
際

の
街
の
発
展
ぶ
り
は
自
分
が
想
像
す
る
以

上
で
、
そ
の
経
済
発
展
の
早
さ
に
驚
い
た

そ
う
で
す
。

「
県
も
ロ
ン
ア
ン
省
と
の
交
流
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
国
や
県
の
下
支
え
を
民
間
の

私
た
ち
が
行
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
人
は
優
し
く
て
、
真
面

目
な
人
が
多
い
。
互
い
の
心
が
通
じ
合
え

る
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
た
思
い
と
と

も
に
「
龍
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
雲
自
ず
と

来
る
」
と
い
う
言
葉
を
贈
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

「
目
的
を
持
っ
て
頑
張
れ
ば
、
助
け
手
が

来
て
物
事
が
達
成
さ
れ
る
。
や
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
が
大
事
。
気
持
ち
の
持
ち
方
次

第
で
周
り
が
変
わ
る
」
と
い
う
意
味
だ
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
と
互
い
の
心
が
通
じ
合
え
る

関
係
を
築
く
た
め
の
活
動
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

people

友
好
活
動
の
た
め
協
会
に
寄
付

友
好
協
会
顧
問
岡
田
広
前
参
議
院
議
員

「
第
49
回
ち
び
っ
こ
広
場
」

新
春
の
つ
ど
い
で
乾
杯
の
発
声
を
す
る
岡
田

前
参
議
院
議
員



社会福祉法人　二　希　会

特別養護老人ホーム　アイリスコート

理事長

〒305‒0854
茨城県つくば市上横場字中台429番地１
T  E  L    ：    ０２９－８３９－３１３１
F  A  X    ：    ０２９－８３９－３１３１
e-mail : iriscourt3131@clock.ocn.ne.jp

【令和６年度】
４月･７月･11月
　６月

介護職員初任者研修
介護福祉士実務者研修
開講予定！お待ちしております

医  療  法  人
社会福祉法人

樅山診療所
樅　山　会

理事長 圷　　 正  紀

〒311-1426 茨城県鉾田市樅山576-27
0291-37-0045
https://www.momiyama-kai.org

茨城県つくば市要1187-299

TEL 029-864-1212（代）
一般病床 ： 387床　療養病床 ： 100床 （地域包括ケア病棟49床）
第２次救急指定病院　地域医療支援病院

2024年 （令和6年）     ３月15日
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